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平

成

二

十

四

年

第

一

回

六

戸

町

議

会

臨

時

会

会

議

録

（

第

一

号

） 

 

開 
 
 

会 
 

平

成 

二

十

四 

年 
 

二 
 

月 

十

六 

日 

午

前

十

時 

 

出

席

議

員

 

（

十

二

名

） 

 
 
 
 

一 
 

番 
 
 
 

杉 
 
 

山 
 
 

茂 
 
 

夫 
 
 
 
 
 
 

二 
 

番 
 
 
 

附 
 
 

田 
 
 

輝 
 
 

雄 

 
 
 
 

三 
 

番 
 
 
 

久 
 
 

田 
 
 

伸 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 

四 
 

番 
 
 
 

高 
 
 

坂 
 
 
 
 
 
 

茂 

 
 
 
 

五 
 

番 
 
 
 

下 
 
 

田 
 
 

敏 
 
 

美 
 
 
 
 
 
 

六 
 

番 
 
 
 

川 
 
 

村 
 
 

重 
 
 

光 

 
 
 
 

七 
 

番 
 
 
 

河 
 
 

野 
 
 
 
 
 
 

豊 
 
 
 
 
 
 

八 
 

番 
 
 
 

円 
 
 

子 
 
 

徳 
 
 

通 

 
 
 
 

九 
 

番 
 
 
 

母 

良 

田 
 
 
 
 
 
 

昭 
 
 
 
 
 
 

十 
 

 

番 
 
 
 

山 
 
 

本 
 
 
 
 
 
 

実 

 
 
 
 

十 

一 

番 
 
 
 

金 
 
 

崎 
 
 

盛 
 
 

三 
 
 
 
 
 
 

十 

二 

番 
 
 
 

苫 

米 

地 
 
 

繁 
 
 

雄 

 

欠

席

議

員

 

（

な

し

） 

 

地

方

自

治

法

第

百

二

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

、

説

明

の

た

め

出

席

し

た

者

の

職

氏

名 

 
 
 
 

町

長

 
 

吉 
 
 

田 
 
 
 
 
 
 

豊 
 
 
 
 
 

総

務

課

長

 
 

坂 
 
 

本 
 
 

定 
 
 

美 

 
 
 
 

企

画

財

政

課

長

 
 

保 

土 

沢 
 
 

博 
 
 

昭 
 
 
 
 
 

税

務

課

長

 
 

棟 
 
 

方 
 
 

晃 
 
 

祥 

 
 
 
 

産

業

課

長

 
 

松 
 
 

村 
 
 
 
 
 
 

茂 
 
 
 
 
 

町

民

福

祉

課

長

 
 

保 

土 

沢 
 
 

定 
 
 

一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下 
 
 

田 
 
 

正 
 
 

幸 
 
 
 
 
 

病

院

事

務

長

 
 

田 
 
 

中 
 
 

茂 
 
 

樹 

 
 
 
 

会

計

管

理

者

 
 

山 
 
 

本 
 
 

晃 
 
 

広 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

長 
 
 

根 
 
 

富 
 
 

栄 

建

設

下

水

道

課

長 
教

育

委

員

会 

委

員

長 
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教 
 

育 
 

長 
 

櫻 
 
 

田 
 
 

泰 
 
 

弘 
 
 
 
 
 

教

育

課

長

 
 

川 
 
 

村 
 
 

政 
 
 

則 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 
 
 

村 
 
 
 
 
 
 

茂 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂 
 
 

本 
 
 

定 
 
 

美 

 
 
 
 

代

表

監

査

委

員

 
 

米 

内 

山 
 
 
 
 
 
 

功 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 
 
 

中 
 
 

義 
 
 

喜 

 
 
 
 

 

本

会

議

に

職

務

の

た

め

出

席

し

た

者

の

職

、

氏

名 

 
 
 
 

事

務

局

長

 
 

田 
 
 

中 
 
 

義 
 
 

喜 
 
 
 
 
 

事

務

局

次

長

 
 

吉 
 
 

田 
 
 

史 
 
 

明 

 
 
 
 

主

 
 

 
 

 

幹

 
 

畠 
 
 

山 
 
 

正 
 
 

子 

 

議

事

日

程 

 
 
 
 

日 

程 

第 
 

一 
 
 

会

議

録

署

名

議

員

の

指

名 

 
 
 
 

日 

程 

第 
 

二 
 
 

会

期

の

決

定 

 
 
 
 

日 

程 

第 
 

三 
 
 

諸

報

告 

 
 
 
 

日 

程 

第 
 

四 
 
 

提

出

議

案

の

上

程

（

町

長

の

提

案

理

由

説

明

） 

 
 
 
 

日 

程 

第 
 

五 
 
 

議

案

第

一

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て 

 
 
 
 

日 

程 

第 
 

六 
 
 

議

案

第

二

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て 

 

会

議

に

付

し

た

事

件 

 
 
 
 

議

事

日

程

に

同

じ 

 

会

議

録

署

名

議

員

の

氏

名 

 
 
 
 

六 
 
 

番 
 
 
 

川 
 
 

村 
 
 

重 
 
 

光 
 
 
 
 
 

七 
 

番 
 
 
 
 

河 
 
 

野 
 
 
 
 
 
 

豊

農

業

委

員

会 

事

務

局

長 

選

挙

管

理

委

員

会 

事

務

局

長 

監

査

委

員

事

務

局 

事

務

局

長 
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会 

議 

の 

経 

過 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ご

起

立

願

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

ご

着

席

く

だ

さ

い

。 

 
 
 
 
 

町

長

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

去

る

一

月

十

七

日

、

告

示

さ

れ

ま

し

た

町

長

選

挙

に

お

き

ま

し

て

、

無

競

争

に

て

、

五

期

目

の

当

選

を 

 
 
 

さ

れ

ま

し

た

こ

と

に

対

し

ま

し

て

、

衷

心

よ

り

お

祝

い

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 

今

後

に

お

き

ま

し

て

も

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

町

の

た

め

、

ご

尽

力

い

た

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

日

の

欠

席

議

員

は

あ

り

ま

せ

ん

。 

 
 
 
 
 

た

だ

い

ま

の

出

席

議

員

数

は

十

二

名

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

定

足

数

に

達

し

て

お

り

ま

す

の

で

、

平

成

二

十

四

年

第

一

回

六

戸

町

議

会

臨

時

会

を

開

会

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

直

ち

に

本

日

の

会

議

を

開

き

ま

す

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開

議

（

午

前 

十 

時 

一 

分

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

本

日

の

議

事

日

程

は

、

お

手

元

に

配

付

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

日

程

第

一 

会

議

録

署

名

議

員

の

指

名

を

行

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

臨

時

会

の

会

議

録

署

名

議

員

は

、

会

議

規

則

第

百

十

七

条

の

規

定

に

よ

り

、

議

長

に

お

い

て

、

六

番

、

川

村

重

光

、

七

番

、

河

野 

 
 
 
 

豊

君

の

両

名

を

指

名

い

た

し

ま

す

。 
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次

に

、

日

程

第

二 

会

期

の

決

定

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

会

期

決

定

前

に

、

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長

の

報

告

を

求

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

十

一

番

。 

 

議

会

運

営

委

員

長

（

金

崎

盛

三

君

） 

 
 
 
 
 

報

告

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

去

る

二

月

七

日

告

示

と

な

り

、

本

日

招

集

さ

れ

ま

し

た

平

成

二

十

四

年

第

一

回

六

戸

町

議

会

臨

時

会

の

会

期

等

に

関

し

て

、

本

日

午 

 
 
 
 

前

九

時

よ

り

議

会

運

営

委

員

会

を

開

催

し

、

審

議

し

た

結

果

、

本

臨

時

会

の

会

期

は

、

別

紙

日

程

案

の

と

お

り

、

本

日

二

月

十

六

日

の 

 
 
 
 

一

日

間

と

す

る

こ

と

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

の

で

、

議

員

各

位

に

は

、

当

委

員

会

の

決

定

に

ご

賛

同

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

申

し

上

げ 

 
 
 
 

ま

し

て

、

報

告

と

い

た

し

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

議

会

運

営

委

員

会

委

員

長

の

報

告

が

終

わ

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

臨

時

会

の

会

期

は

、

委

員

長

報

告

の

と

お

り

本

日

一

日

間

と

し

た

い

と

思

い

ま

す

が

、

こ

れ

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

よ

っ

て

、

本

臨

時

会

の

会

期

は

本

日

二

月

十

六

日

の

一

日

間

と

決

定

い

た

し

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

次

に

、

日

程

第

三 

諸

報

告

を

行

い

ま

す

。 
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地

方

自

治

法

第

百

二

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

出

席

要

求

し

た

者

及

び

委

任

に

よ

る

出

席

者

の

氏

名

に

つ

い

て

は

、

お

手

元

に

配

付

し 

 
 
 
 

て

あ

り

ま

す

出

席

者

名

簿

の

と

お

り

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

次

に

、

日

程

第

四 

提

出

議

案

の

一

括

上

程

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

臨

時

会

に

町

長

よ

り

提

出

さ

れ

ま

し

た

議

案

は

、

議

案

第

一

号

と

議

案

第

二

号

の

二

件

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

こ

れ

を

一

括

上

程

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

町

長

よ

り

提

案

理

由

の

説

明

を

求

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

町

長

。 

 

町 
 

長

（

吉

田 

豊

君

） 

 
 
 
 
 

皆

様

、

お

は

よ

う

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

平

成

二

十

四

年

第

一

回

六

戸

町

議

会

臨

時

会

を

招

集

致

し

ま

し

た

と

こ

ろ

、

議

員

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

は

、

公

私

と

も

に

ご

多

用 

 
 
 
 

の

と

こ

ろ

出

席

を

い

た

だ

き

、

心

か

ら

お

礼

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

臨

時

会

は

、

二

議

案

を

提

出

し

、

ご

審

議

を

お

願

い

し

ま

す

が

、

提

案

理

由

の

説

明

を

申

し

上

げ

ま

す

前

に

、

町

長

と

し

て

五

期 

 
 
 
 

目

の

就

任

に

あ

た

り

、

一

言

ご

挨

拶

を

申

し

述

べ

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

去

る

一

月

十

七

日

に

告

示

さ

れ

ま

し

た

町

長

選

挙

に

お

き

ま

し

て

、

議

員

の

皆

様

の

ご

支

援

の

も

と

、

町

民

の

皆

様

の

ご

支

持

を

い 

 
 
 
 

た

だ

き

、

町

政

執

行

に

あ

た

ら

せ

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

六

戸

町

に

と

り

ま

し

て

、

地

域

経

済

の

活

性

化

や

少

子

高

齢

化

対

策

な

ど

重

要

課

題

が

山

積

し

て

お

り

ま

す

今

、

あ

ら

た

め

て

町

長 

 
 
 
 

と

し

て

の

責

任

の

重

さ

を

痛

感

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

五

十

五

年

に

わ

た

っ

て

、

先

人

達

の

た

ゆ

ま

ぬ

努

力

と

、

英

知

に

よ

り

、

幾

多 

 
 
 
 

の

困

難

を

乗

り

越

え

、

発

展

を

続

け

て

ま

い

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

私

は

六

戸

町

の

輝

か

し

い

歴

史

の

も

と

、

町

を

愛

し

、

町

を

良

く

し

た

い

と

の

一

念

で

、

町

民

の

皆

様

の

負

託

に

応

え

ら

れ

る

よ

う

、 

 
 
 
 

今

後

も

精

一

杯

、

取

り

組

む

決

意

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

さ

て

、

我

が

国

は

、

明

治

以

降

百

四

十

年

も

の

間

、

ほ

ぼ

一

貫

し

て

人

口

増

加

、

高

度

経

済

成

長

、

中

央

集

権

、

工

業

化

の

中

で

近 
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代

化

を

成

し

遂

げ

、

発

展

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

そ

の

よ

う

な

先

人

の

ご

努

力

に

よ

り

、

私

達

日

本

人

は

世

界

に

稀

に

み

る

豊

か

な

生

活

を

享

受

し

て

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

し

か

し

、

現

在

、

こ

れ

ら

の

成

功

の

前

提

が

す

べ

て

崩

れ

た

と

言

っ

て

も

過

言

で

は

な

い

状

況

に

陥

っ

て

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

人

口

は

減

少

、

経

済

は

低

成

長

、

中

央

集

権

か

ら

地

方

分

権

へ

、

ま

た

、

物

が

中

心

の

時

代

か

ら

心

が

中

心

の

時

代

へ

と

大

き

く

変 

 
 
 
 

化

し

て

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

こ

の

よ

う

に

時

代

が

大

き

く

変

化

し

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

こ

れ

ら

右

肩

上

が

り

の

時

代

の

既

存

の

考

え

の

延

長

線

で

や

っ

て 

 
 
 
 

い

く

限

り

、

行

政

、

経

済

、

教

育

な

ど

す

べ

て

の

面

で

行

き

詰

る

こ

と

は

間

違

い

あ

り

ま

せ

ん

。 

 
 
 
 
 

バ

ブ

ル

崩

壊

以

降

、

特

に

行

き

詰

ま

り

が

顕

著

に

な

っ

て

ま

い

り

ま

し

た

が

、

ま

さ

に

こ

れ

ま

で

の

成

功

の

要

素

が

通

用

し

な

く

な 

 
 
 
 

っ

た

と

認

識

し

て

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

ま

た

、

こ

れ

ま

で

は

答

え

の

あ

る

時

代

で

あ

り

、

欧

米

を

手

本

に

日

本

が

、

都

市

部

を

手

本

に

多

く

の

地

方

が

発

展

を

し

て

き

ま

し 

 
 
 
 

た

。

し

か

し

、

現

在

は

す

で

に

答

え

が

な

い

時

代

で

あ

り

ま

す

。

も

ち

ろ

ん

、

謙

虚

に

学

ぶ

べ

き

国

や

地

域

は

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

が

、 

 
 
 
 

先

進

地

の

事

例

を

参

考

に

す

れ

ば

何

と

か

な

る

時

代

で

は

な

い

と

い

う

こ

と

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

ま

た

、

こ

れ

ま

で

は

国

や

県

か

ら

の

交

付

金

、

補

助

金

、

公

共

事

業

な

ど

、

国

や

県

が

あ

る

意

味

で

は

何

と

か

し

て

く

れ

た

時

代

で 

 
 
 
 

も

あ

り

ま

し

た

。

し

か

し

な

が

ら

、

国

・

地

方

に

お

い

て

は

合

わ

せ

て

壱

千

兆

円

以

上

と

言

わ

れ

る

借

金

を

抱

え

、

今

後

の

日

本

に

お 

 
 
 
 

い

て

は

、

高

齢

化

社

会

が

数

十

年

続

く

中

で

、

こ

れ

ま

で

の

よ

う

に

国

や

県

に

依

存

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

状

況

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

今

、

私

た

ち

に

求

め

ら

れ

て

い

る

の

は

、

一

人

ひ

と

り

が

考

え

、

行

動

し

、

責

任

を

取

る

、

そ

う

し

た

自

主

独

立

の

気

概

を

持

つ

こ 

 
 
 
 

と

、

そ

の

よ

う

な

町

を

つ

く

る

こ

と

で

あ

る

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

六

戸

町

は

、

町

民

に

一

番

近

い

基

礎

自

治

体

と

し

て

、

時

代

の

潮

流

を

に

ら

み

な

が

ら

、

当

地

域

の

実

情

、

ニ

ー

ズ

に

合

っ

た

政

策 

 
 
 
 

を

自

ら

考

え

、

決

定

し

、

優

先

順

位

を

つ

け

な

が

ら

実

行

し

て

い

か

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。 

 
 
 
 
 

特

に

、

地

方

の

経

済

、

町

民

の

暮

ら

し

に

は

、

い

ま

だ

回

復

の

実

感

は

乏

し

く

、

当

町

に

お

き

ま

し

て

も

、

近

年

の

商

品

販

売

額

や 

 
 
 
 

農

業

産

出

額

等

の

停

滞

傾

向

や

雇

用

情

勢

の

厳

し

さ

等

、

大

変

厳

し

い

状

況

が

続

い

て

い

る

と

言

わ

ざ

る

を

得

ま

せ

ん

。 

 
 
 
 
 

当

町

で

は

、

現

下

の

厳

し

い

行

財

政

環

境

の

中

で

、

町

民

に

不

安

や

戸

惑

い

を

意

識

さ

せ

な

い

ま

ち

づ

く

り

に

向

け

、

よ

り

選

択

と 
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集

中

を

徹

底

し

、

さ

ら

に

町

民

と

の

協

働

に

よ

る

取

り

組

み

を

進

め

て

ま

い

る

所

存

で

あ

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

町

議

会

議

員

の

皆

様

に

は

、

今

後

の

町

政

運

営

に

お

き

ま

し

て

も

、

一

層

の

ご

支

援

と

ご

鞭

撻

を

賜

り

ま

す

よ

う

、

心

か

ら

お

願

い 

 
 
 
 

を

申

し

上

げ

、

五

期

目

就

任

に

あ

た

る

挨

拶

と

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

で

は

、

本

臨

時

会

に

提

案

い

た

し

ま

し

た

、

議

案

二

件

に

つ

い

て

、

そ

の

概

要

を

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 
 

議

案

第

一

号

、

議

案

第

二

号

、

工

事

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 
 

両

議

案

は

、

平

成

二

十

三

年

八

月

八

日

に

議

決

を

経

ま

し

た

六

戸

町

立

六

戸

小

学

校

耐

震

補

強

工

事

と

、

平

成

二

十

三

年

十

月

二

十 

 
 
 
 

四

日

に

議

決

を

経

ま

し

た

六

戸

町

立

六

戸

小

学

校

改

修

工

事

に

つ

い

て

、

請

負

工

事

契

約

を

変

更

す

る

た

め

、

提

案

す

る

も

の

で

あ

り 

 
 
 
 

ま

す

。 

 
 
 
 
 

以

上

、

本

臨

時

会

に

提

案

い

た

し

ま

し

た

、

議

案

二

件

に

つ

い

て

の

概

要

を

ご

説

明

申

し

上

げ

ま

し

た

が

、

ご

審

議

の

過

程

に

お

き 

 
 
 
 

ま

し

て

、

担

当

課

長

か

ら

詳

細

に

つ

い

て

説

明

い

た

し

ま

す

の

で

、

慎

重

に

ご

審

議

の

上

、

満

場

の

ご

承

認

、

ご

決

議

賜

り

ま

す

よ

う 

 
 
 
 

お

願

い

申

し

上

げ

ま

し

て

、

提

案

理

由

の

説

明

と

致

し

ま

す

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

町

長

の

提

案

理

由

の

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

次

に

、

日

程

第

五 

議

案

第

一

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

議

案

第

一

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

ご

説

明

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

案

は

、

次

の

と

お

り

工

事

の

請

負

契

約

の

一

部

を

変

更

す

る

も

の

と

す

る

。 

 
 
 
 
 

一 

工

事

の

表

示 

名

称 

六

戸

町

立

六

戸

小

学

校

耐

震

補

強

工

事 
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場

所 

青

森

県

上

北

郡

六

戸

町

大

字

犬

落

瀬

字

明

土

地

内 

 
 
 
 
 

二 

契

約

金

額 
 
 

変

更

前 
 

六

千

六

百

十

五

万

円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変

更

後 
 

六

千

七

百

三

十

二

万

七

百

五

十

円 

 
 
 
 
 

三 

契

約

の

相

手

方 

住

所 
 
 

青

森

県

上

北

郡

六

戸

町

大

字

犬

落

瀬

字

千

刈

田

二

番

地

八

号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会

社

名 
 

株

式

会

社

佐

藤

建

設

工

業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代

表

者

名 

代

表

取

締

役 

佐

藤

純

一 

 
 
 
 
 

今

回

の

契

約

金

額

の

増

額

に

つ

き

ま

し

て

は

、

校

舎

外

装

工

事

の

増

、

屋

上

防

水

工

事

の

増

、

仮

設

費

減

の

追

加

に

よ

る

も

の

で

あ 

 
 
 
 

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

以

上

で

議

案

第

一

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。 

 
 
 
 
 

質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

 
 
 
 
 

四

番

。 

 

四 
 

番

（

高

坂 

茂

君

） 

 
 
 
 
 

こ

の

前

で

す

が

、

小

学

校

の

耐

震

工

事

と

改

修

工

事

の

視

察

を

し

て

ま

い

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

工

事

の

変

更

、

追

加

工

事

に

な

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

れ

は

事

前

に

協

議

の

上

、

追

加

工

事

に

な

っ

た

の

か

、

業

者

の

ほ

う

か

ら

こ 

 
 
 
 

こ

を

も

っ

と

直

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

と

指

導

と

か

あ

っ

て

追

加

工

事

に

な

っ

た

の

か

。 

 
 
 
 
 

こ

れ

は

大

型

工

事

に

な

る

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

都

度

追

加

工

事

と

い

う

の

が

成

る

も

の

か

ど

う

か

。 

 
 
 
 
 

過

去

の

事

例

か

ら

も

教

授

願

い

ま

す

。 
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議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

一

点

目

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

工

事

の

ほ

う

は

現

場

で

設

計

図

書

等

に

よ

っ

て

内

容

、

数

量

等

を

確

認

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

施

工

業

者

は

そ

の

段

階

で

設

計

図

書

と

相

違

が

あ

っ

た

場

合

に

は

、

施

工

管

理

委

託

業

者

と

協

議

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

協

議

を

受

け

ま

し

た

施

工

管

理

委

託

業

者

は

協

議

内

容

を

精

査

し

ま

し

て

、

町

監

督

員

か

ら

施

工

業

者

に

施

工

工

法

等

を

指

示

し

ま 

 
 
 
 

す

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

か

ら

、

大

型

工

事

に

な

っ

た

場

合

の

そ

の

都

度

の

件

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

各

工

事

施

工

段

階

に

お

い

て

そ

の

都

度

の

契 

 
 
 
 

約

と

い

う

こ

と

で

は

な

く

、

ま

と

め

た

形

で

の

総

体

で

の

工

事

変

更

契

約

と

い

う

こ

と

で

、

特

に

今

回

は

そ

の

よ

う

な

形

に

な

っ

て

お 

 
 
 
 

り

ま

す

。

以

上

で

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 
 
 
 
 

聞

い

て

い

る

こ

と

は

、

業

者

と

協

議

を

し

て

行

っ

た

の

か

、

あ

る

い

は

業

者

か

ら

一

方

的

に

こ

う

な

っ

て

い

る

よ

と

な

っ

た

の

か

、 

 
 
 
 

ど

っ

ち

な

ん

だ

と

い

う

こ

と

を

聞

い

て

い

る

ん

で

す

よ

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

先

ほ

ど

の

説

明

で

不

足

が

あ

り

ま

し

た

け

ど

も

、

業

者

の

方

で

、

う

ち

の

方

は

工

事

の

方

は

管

理

業

者

委

託

し

て

お

り

ま

す

の

で

、 

 
 
 
 

工

事

の

段

階

で

不

具

合

と

い

う

か

問

題

が

設

計

と

違

っ

た

場

合

に

は

、

工

事

業

者

の

方

と

施

工

管

理

業

者

、

管

理

業

者

が

ご

ざ

い

ま

す 

 
 
 
 

の

で

、

管

理

業

者

の

方

と

の

協

議

を

し

て

い

た

だ

い

て

、

う

ち

の

方

で

監

督

員

を

指

名

し

て

お

り

ま

す

の

で

発

注

者

側

と

の

管

理

業

者 

 
 
 
 

と

の

話

し

合

い

で

、

ど

ち

ら

の

、

双

方

と

の

協

議

の

上

、

工

事

を

変

更

す

る

と

い

う

形

に

な

っ

て

お

り

ま

す

。 
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議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

い

い

で

す

か

。 

 
 
 
 
 

ほ

か

に

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

こ

れ

よ

り

議

案

第

一

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 
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ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

よ

っ

て

、

議

案

第

一

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

次

に

日

程

第

六 

議

案

第

二

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

を

議

題

と

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

担

当

課

長

の

説

明

を

求

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

議

案

第

二

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

ご

説

明

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

案

は

、

次

の

と

お

り

工

事

の

請

負

契

約

の

一

部

を

変

更

す

る

も

の

と

す

る

。 

 
 
 
 
 

一 

工

事

の

表

示 

名

称 
六

戸

町

立

六

戸

小

学

校

改

修

工

事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場

所 

青

森

県

上

北

郡

六

戸

町

大

字

犬

落

瀬

字

明

土

地

内 

 
 
 
 
 

二 

契

約

金

額 
 
 

変

更

前 
 

七

千

三

百

五

十

万

円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

変

更

後 
 

七

千

四

百

四

十

万

七

千

二

百

円 

 
 
 
 
 

三 

契

約

の

相

手

方 

住

所 
 
 

青

森

県

上

北

郡

お

い

ら

せ

町

立

蛇

七

十

一

番

地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会

社

名 
 

株

式

会

社

柏

崎

組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

代

表

者

名 

代

表

取

締

役 

柏

崎

尚

人 

 
 
 
 
 

今

回

の

契

約

金

額

の

増

額

に

つ

き

ま

し

て

は

、

校

舎

建

具

工

事

の

増

、

機

械

設

備

工

事

の

減

、

仮

設

費

増

の

追

加

に

よ

る

も

の

で

あ 

 
 
 
 

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

以

上

で

議

案

第

二

号

の

説

明

と

い

た

し

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

説

明

が

終

わ

り

ま

し

た

の

で

、

質

疑

を

受

け

ま

す

。 
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質

疑

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

 
 
 
 
 

七

番

。 

 

七 
 

番

（

河

野 

豊

君

） 

 
 
 
 
 

先

般

、

二

月

七

日

に

議

会

の

総

務

常

任

委

員

会

で

六

戸

小

学

校

を

視

察

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

そ

の

中

で

、

何

点

か

疑

問

が

あ

り

ま

し

た

の

で

質

問

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。 

 
 
 
 
 

最

初

に

防

火

戸

の

件

。

視

察

に

行

く

前

に

課

長

に

、

本

当

に

大

丈

夫

な

の

か

と

い

う

お

話

を

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

上

で

、

現

場

に

行 

 
 
 
 

っ

て

作

動

さ

せ

て

み

た

ら

、

引

っ

か

か

っ

て

動

か

な

か

っ

た

。

こ

れ

は

駄

目

だ

よ

と

い

う

こ

と

で

し

た

が

、

早

速

で

す

が

今

日

、

き

ち 

 
 
 
 

ん

と

対

応

し

て

い

た

だ

い

た

と

い

う

こ

と

で

、

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

で

質

問

の

一

点

目

は

、

防

火

戸

と

い

の

は

基

本

的

に

は

建

築

基

準

法

な

ん

で

す

ね

。

今

現

在

は

ど

の

よ

う

な

状

況

の

下

に

点

検 

 
 
 
 

を

し

て

い

る

の

か

。

点

検

は

厳

密

に

言

う

と

半

年

に

一

回

点

検

す

る

こ

と

で

義

務

づ

け

ら

れ

て

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

防

火

戸

に

い

た

っ 

 
 
 
 

て

は

大

き

な

地

震

が

来

た

り

し

ま

す

と

か

な

り

狂

い

ま

す

。

動

作

不

能

に

な

る

場

合

が

非

常

に

多

い

で

す

。 

 
 
 
 
 

そ

の

場

合

の

点

検

基

準

と

い

い

ま

す

か

、

自

主

点

検

な

る

も

の

を

ど

の

よ

う

に

や

っ

て

い

る

の

か

。 

 
 
 
 
 

も

う

ひ

と

つ

は

、

六

戸

小

学

校

も

建

っ

て

ず

い

ぶ

ん

に

な

り

ま

す

。

私

も

関

わ

っ

て

い

た

関

係

上

、

か

な

り

内

容

的

に

熟

知

し

て

い 

 
 
 
 

る

ん

で

す

け

ど

も

、

自

動

火

災

報

知

設

備

だ

と

か

放

送

設

備

、

誘

導

灯

関

係

が

か

な

り

古

い

と

見

て

ま

す

。 

 
 
 
 
 

お

そ

ら

く

、

あ

と

何

年

も

し

な

い

う

ち

に

適

用

基

準

か

ら

外

れ

て

、

改

修

を

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う

と

予

測

し 

 
 
 
 

て

お

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

そ

う

な

っ

た

時

の

こ

と

を

考

え

た

と

き

に

、

な

ぜ

今

回

の

改

修

の

中

に

組

み

込

め

な

か

っ

た

の

か

。

お

そ

ら

く

後

々

に

も

し

や

る

と 

 
 
 
 

し

た

ら

、

町

単

独

事

業

で

や

ら

ざ

る

を

え

な

く

な

る

の

で

は

な

い

の

か

な

と

危

惧

を

持

っ

て

お

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

設

計

段

階

に

お

い

て

の

内

容

が

、

ど

う

い

う

ふ

う

な

判

断

の

下

で

そ

う

い

う

ふ

う

に

な

っ

て

い

る

の

か

、

そ

の

二

点

を

ご

説

明

願

い 

 
 
 
 

ま

す

。 
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議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

一

点

目

で

ご

ざ

い

ま

す

、

点

検

の

件

に

つ

い

て

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 
 

防

災

設

備

の

点

検

に

つ

い

て

は

、

委

託

契

約

を

結

ん

で

防

災

設

備

の

点

検

と

い

う

こ

と

で

毎

年

点

検

を

い

た

し

て

お

り

ま

す

。

自

主 

 
 
 
 

点

検

に

つ

き

ま

し

て

も

、

各

学

校

に

お

か

れ

ま

し

て

も

そ

れ

ぞ

れ

、

避

難

訓

練

等

を

通

じ

ま

し

て

の

設

備

の

点

検

等

は

随

時

行

わ

れ

て 

 
 
 
 

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

二

点

目

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

自

動

火

災

設

備

が

古

い

と

、

改

修

が

必

要

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

と

、

今

回

の

改

修

工

事

に

お

い 

 
 
 
 

て

何

故

や

ら

な

か

っ

た

の

か

と

い

う

こ

と

に

つ

き

ま

し

て

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 
 

自

動

火

災

の

設

備

が

古

い

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

が

、

こ

れ

ら

に

つ

き

ま

し

て

も

点

検

時

の

際

に

、

業

者

の

方

か

ら

指

摘

等

が 

 
 
 
 

あ

っ

た

場

合

と

か

、

例

え

ば

消

防

の

方

か

ら

の

指

摘

事

項

が

あ

っ

た

場

合

に

は

、

速

や

か

に

そ

の

よ

う

な

対

処

を

す

る

形

を

と

っ

て

お 

 
 
 
 

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

こ

れ

は

学

校

に

限

ら

ず

、

各

施

設

も

同

様

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

か

ら

、

今

回

の

改

修

工

事

に

こ

の

部

分

が

何

故

盛

り

込

め

ら

れ

な

か

っ

た

か

と

い

う

こ

と

に

つ

き

ま

し

て

は

、

こ

の

工

事

の

こ 

 
 
 
 

の

改

修

工

事

の

段

階

で

、

業

者

の

方

か

ら

そ

の

指

摘

事

項

と

い

う

の

が

、

古

い

と

い

う

取

替

え

と

い

う

と

こ

ろ

ま

で

の

、

こ

ち

ら

の

方 

 
 
 
 

に

情

報

等

を

持

っ

て

お

り

ま

せ

ん

で

し

た

の

で

、

通

常

の

今

作

動

と

い

う

こ

と

で

問

題

な

い

も

の

と

考

え

て

お

り

ま

し

た

の

で

、

今

回 

 
 
 
 

の

改

修

工

事

に

は

入

り

ま

せ

ん

で

し

た

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

七

番

。 
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七 
 

番

（

河

野 

豊

君

） 

 
 
 
 
 

防

火

戸

の

件

で

す

け

ど

も

、

皆

さ

ん

も

防

火

戸

の

こ

と

に

つ

い

て

は

そ

の

重

要

性

を

か

な

り

深

く

理

解

さ

れ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

万

が

一

、

火

災

が

発

生

し

た

場

合

、

こ

の

防

火

戸

が

働

か

な

け

れ

ば

大

変

な

事

態

に

な

る

と

い

う

こ

と

は

皆

さ

ん

も

想

像

で

き

る

こ 

 
 
 
 

と

だ

と

思

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

非

常

に

今

の

答

弁

を

聞

い

て

い

る

と

、

要

は

あ

ま

り

き

ち

っ

と

と

い

う

か

、

あ

い

ま

い

な

答

弁

だ

な

と 

 
 
 
 

思

っ

て

お

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

点

検

基

準

と

い

う

の

が

き

ち

ん

と

あ

り

ま

す

の

で

、

そ

の

辺

も

含

め

て

で

す

ね

、

も

う

一

度

き

ち

ん

と

そ

の

辺

の

内

容

を

精

査

し

て

い

た

だ

き

た

い

。 

 
 
 
 
 

も

う

ひ

と

つ

は

、

自

主

検

査

に

つ

い

て

で

も

で

す

ね

、

あ

る

程

度

自

主

検

査

の

基

準

を

設

け

て

、

例

え

ば

東

日

本

大

震

災

と

か

大

き 

 
 
 
 

な

地

震

が

あ

っ

た

後

は

、

本

当

に

狂

っ

て

い

る

と

思

い

ま

す

。

で

す

か

ら

そ

の

辺

の

と

こ

ろ

を

自

主

検

査

で

も

っ

て

き

ち

ん

と

確

認

す 

 
 
 
 

る

よ

う

な

流

れ

を

き

ち

ん

と

作

っ

て

お

か

な

い

と

、

万

が

一

の

こ

と

を

考

え

る

と

大

変

危

険

な

状

態

だ

と

思

い

ま

す

の

で

、

そ

こ

を

ま 

 
 
 
 

ず

お

願

い

し

た

い

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

か

ら

、

自

火

報

設

備

に

つ

い

て

な

ん

で

す

け

ど

も

、

要

す

る

に

消

防

設

備

と

い

う

の

は

で

す

ね

、

付

い

て

動

い

て

い

る

か

ら

、 

 
 
 
 

今

で

も

使

え

る

と

い

う

も

の

で

は

な

く

て

、

法

律

的

に

何

年

に

製

造

さ

れ

た

も

の

は

何

年

経

っ

た

ら

交

換

し

な

さ

い

と

い

う

法

律

の

き 

 
 
 
 

ち

ん

と

し

た

デ

ー

タ

が

あ

る

ん

で

す

。 

 
 
 
 
 

で

す

か

ら

、

そ

こ

の

と

こ

ろ

を

調

べ

れ

ば

一

目

両

全

で

分

か

る

は

ず

な

ん

で

す

。 

 
 
 
 
 

お

そ

ら

く

耐

用

年

数

か

ら

い

い

ま

す

と

、

も

う

切

れ

て

い

る

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

し

、

そ

の

辺

の

と

こ

ろ

を

き

ち

ん

と

や

っ

て

い

か 

 
 
 
 

な

い

と

、

設

計

す

る

業

者

の

方

で

も

そ

の

辺

は

あ

る

程

度

分

か

っ

て

い

る

こ

と

だ

と

思

う

ん

で

す

け

ど

、

悪

く

な

い

か

ら

や

ら

な

か

っ 

 
 
 
 

た

と

か

そ

う

い

う

こ

と

で

は

な

い

と

思

う

ん

で

す

。 

 
 
 
 
 

そ

の

辺

の

と

こ

ろ

は

、

設

計

段

階

で

ど

う

い

う

ふ

う

な

シ

ス

テ

ム

で

設

計

し

て

い

る

の

か

、

た

だ

業

者

に

預

け

っ

ぱ

な

し

で

設

計

だ 

 
 
 
 

け

お

願

い

し

て

、

そ

れ

を

鵜

呑

み

に

し

て

や

っ

て

い

る

の

か

、

そ

の

辺

の

設

計

段

階

に

お

け

る

ス

ト

ー

リ

ー

を

も

う

少

し

説

明

願

い

ま 

 
 
 
 

す

。 
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議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

今

、

議

員

さ

ん

の

お

っ

し

ゃ

っ

た

設

計

段

階

の

ス

ト

ー

リ

ー

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

私

ど

も

で

そ

の

設

計

す

る

段 

 
 
 
 

階

で

施

設

等

の

現

状

等

も

併

せ

て

学

校

と

協

議

い

た

し

ま

し

て

、

こ

の

よ

う

な

方

法

の

中

で

や

っ

て

い

き

ま

す

よ

と

い

う

こ

と

で

の

、 

 
 
 
 

協

議

を

し

た

中

で

の

設

計

を

組

ま

せ

て

い

た

だ

い

て

い

る

の

が

正

直

な

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

た

だ

、

そ

の

際

に

も

ど

う

し

て

も

私

ど

も

の

方

で

事

務

的

に

目

が

届

か

な

い

部

分

等

は

確

か

に

あ

ろ

う

か

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

そ

う

い

う

中

で

の

そ

う

い

う

、

今

議

員

の

ご

指

摘

の

部

分

が

出

て

き

て

る

の

か

な

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、 

 
 
 
 

い

ず

れ

に

し

ま

し

て

も

、

今

ご

指

摘

の

あ

り

ま

し

た

と

お

り

基

準

等

を

し

っ

か

り

確

認

を

し

、

ま

た

見

直

し

を

し

な

が

ら

で

す

ね

、

や 

 
 
 
 

っ

て

い

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

そ

う

い

う

中

で

特

に

今

回

は

、

児

童

の

学

校

生

活

、

教

育

活

動

の

た

め

の

必

要

最

小

限

の

こ

と

を

追

加

し

た

と

い

う

こ

と

で

ご

理

解 

 
 
 
 

を

い

た

だ

き

た

い

と

い

う

ふ

う

に

思

い

ま

す

。

以

上

で

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

町

長

。 

 

町

長

（

吉

田 

豊

君

） 

 
 
 
 
 

今

、

課

長

か

ら

説

明

が

あ

り

ま

し

た

が

、

こ

の

改

修

工

事

等

の

流

れ

と

い

う

部

分

で

の

考

え

方

を

申

し

上

げ

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

当

初

は

、

耐

震

化

工

事

と

併

せ

ま

し

て

あ

る

一

定

の

改

修

工

事

も

含

め

て

と

い

う

、

国

の

方

の

関

係

で

も

認

め

て

い

た

だ

い

た

時

が 

 
 
 
 

ご

ざ

い

ま

し

た

の

で

、

そ

れ

ら

を

含

め

た

中

で

の

見

方

と

い

う

も

の

を

し

な

が

ら

事

務

を

す

す

め

て

き

た

経

緯

が

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

が

、

し

か

し

、

そ

れ

は

違

う

ん

だ

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

し

て

、

耐

震

工

事

は

そ

の

ま

ま

当

然

の

こ

と

と

し

て

進

め

る

。 
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し

か

し

、

併

せ

て

今

ま

で

や

っ

て

き

た

も

の

と

し

て

、

前

に

含

ん

で

い

た

の

で

耐

震

工

事

を

や

る

の

で

あ

れ

ば

、

こ

の

部

分

は

改

修 

 
 
 
 

し

て

お

い

た

ほ

う

が

い

い

の

で

は

な

い

の

か

な

と

い

う

判

断

、

幅

が

あ

っ

た

の

か

な

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

完

全

に

改

修

工

事

と

い

う

概

念

で

見

れ

ば

、

今

お

話

し

あ

り

ま

す

よ

う

に

六

戸

小

学

校

は

古

い

校

舎

に

な

り

ま

す

の

で

、

当

然

の

こ 

 
 
 
 

と

と

し

て

い

ろ

ん

な

所

に

目

を

向

け

る

べ

き

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。 

 
 
 
 
 

た

だ

、

併

せ

て

で

き

る

か

も

し

れ

な

い

と

い

う

こ

と

が

あ

っ

て

、

急

遽

そ

れ

が

で

き

な

い

と

い

う

こ

と

に

な

り

、

併

せ

て

私

ど

も

か 

 
 
 
 

ら

支

出

で

き

る

項

目

、

こ

の

機

会

に

駄

目

だ

か

ら

や

ら

な

い

の

で

は

な

く

、

や

れ

る

分

は

や

は

り

改

修

し

た

方

が

い

い

だ

ろ

う

と

い

う 

 
 
 
 

こ

と

に

な

り

ま

し

た

の

で

、

ご

質

問

に

あ

り

ま

す

よ

う

に

至

ら

ぬ

点

も

あ

っ

た

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

が

、

私

ど

も

と

し

て

は

そ

の

流

れ 

 
 
 
 

の

中

に

に

あ

っ

て

、

判

断

し

て

い

た

だ

い

た

の

が

今

の

改

修

工

事

の

枠

組

み

で

あ

っ

た

と

い

う

ふ

う

に

ご

理

解

い

た

だ

け

れ

ば

と

い

う 

 
 
 
 

ふ

う

に

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

先

ほ

ど

来

の

防

火

戸

の

こ

と

や

ら

、

消

防

に

関

わ

る

も

の

そ

れ

ぞ

れ

決

め

ら

れ

た

基

準

に

基

づ

き

な

が

ら

、

調

査

は

し

て

お

り

ま

す 

 
 
 
 

の

で

、

期

限

切

れ

と

い

う

の

は

な

い

の

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

が

、

し

か

し

、

ご

心

配

の

点

、

ご

も

っ

と

も

だ

と

思

い

ま

す

の

で

、

改

め 

 
 
 
 

て

私

ど

も

は

施

設

を

提

供

す

る

町

と

し

て

行

政

と

し

て

、

ま

た

、

現

場

に

お

い

て

学

校

管

理

を

行

っ

て

い

る

方

々

に

も

、

ご

質

問

が

あ 

 
 
 
 

り

ま

し

た

趣

旨

を

お

伝

え

し

て

、

い

ざ

と

い

う

時

の

た

め

へ

の

チ

ェ

ッ

ク

を

す

る

よ

う

に

私

ど

も

か

ら

お

話

し

を

し

た

い

と

い

う

ふ

う 

 
 
 
 

に

思

っ

て

お

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

経

過

は

今

お

話

し

し

た

こ

と

で

ご

理

解

い

た

だ

い

た

と

思

い

ま

す

が

、

完

全

に

改

修

工

事

単

独

で

見

て

、

あ

れ

も

こ

れ

も

と

拾

い

上 

 
 
 
 

げ

な

が

ら

や

っ

た

と

い

う

経

過

よ

り

、

そ

の

前

の

流

れ

が

あ

っ

た

と

い

う

こ

と

を

ご

理

解

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

七

番

。 

 

七 
 

番

（

河

野 

豊

君

） 

 
 
 
 
 

今

、

町

長

か

ら

答

弁

い

た

だ

き

ま

し

た

。

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。 
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あ

る

程

度

、

そ

う

い

う

こ

と

も

理

解

は

し

て

お

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

た

だ

、

せ

っ

か

く

や

る

し

、

町

単

独

の

お

金

で

ま

た

や

る

と

な

る

と

莫

大

な

お

金

が

掛

か

る

し

、

そ

う

い

う

こ

と

も

含

め

て

も

う

少 

 
 
 
 

し

深

く

精

査

し

て

い

た

だ

い

て

、

や

れ

る

べ

き

も

の

は

や

っ

て

い

た

だ

き

た

か

っ

た

な

と

思

っ

て

い

る

の

が

事

実

で

す

。 

 
 
 
 
 

今

後

、

こ

の

よ

う

な

こ

と

が

あ

っ

た

場

合

に

は

、

も

う

少

し

吟

味

し

て

い

た

だ

い

て

落

ち

が

な

い

よ

う

な

形

で

や

っ

て

い

た

だ

き

た 

 
 
 
 

い

。

そ

し

て

、

消

防

設

備

で

す

か

ら

、

何

の

た

め

に

あ

る

か

と

い

う

と

子

ど

も

た

ち

の

安

全

安

心

を

守

る

た

め

に

あ

る

わ

け

で

す

か

ら

、 

 
 
 
 

そ

こ

の

維

持

管

理

も

今

後

に

お

い

て

も

も

う

少

し

徹

底

し

た

や

り

方

を

研

究

し

て

い

た

だ

い

て

、

業

者

が

や

っ

て

い

る

か

ら

そ

れ

で

い 

 
 
 
 

い

ん

だ

と

い

う

話

で

は

な

い

と

思

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

万

が

一

、

も

し

何

か

あ

れ

ば

当

然

責

任

問

題

が

問

わ

れ

る

わ

け

で

す

か

ら

、

そ

の

辺

も

含

め

て

、

今

後

に

お

い

て

反

映

さ

せ

て

い

た 

 
 
 
 

だ

き

た

い

と

思

い

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

町

長

。 

 

町

長

（

吉

田 

豊

君

） 

 
 
 
 
 

ご

指

摘

、

誠

に

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

先

ほ

ど

、

こ

の

工

事

を

進

め

る

に

当

っ

て

の

以

前

の

流

れ

、

考

え

方

を

申

し

上

げ

ま

し

た

が

、

今

、

町

の

お

金

を

掛

け

て

今

後

直

す 

 
 
 
 

の

は

大

変

だ

と

い

う

お

話

し

を

い

た

だ

き

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

実

は

、

こ

れ

が

違

う

と

い

う

こ

と

に

な

り

ま

し

て

、

本

来

町

民

皆

様

に

向

け

も

い

い

予

算

を

無

理

や

り

こ

ち

ら

の

方

に

向

け

て

、

こ 

 
 
 
 

の

時

に

や

る

べ

き

部

分

は

や

っ

た

方

が

い

い

と

い

う

こ

と

で

や

り

ま

し

た

の

で

、

実

際

は

単

費

と

し

て

ほ

か

の

分

野

に

向

け

て

も

よ

か 

 
 
 
 

っ

た

分

を

急

遽

、

予

算

化

し

な

が

ら

向

け

た

と

い

う

経

緯

が

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

私

ど

も

と

し

て

は

ご

質

問

に

あ

る

よ

う

な

補

助

事

業 

 
 
 
 

や

い

ろ

ん

な

も

の

に

入

れ

ば

い

い

ん

で

す

が

、

そ

う

じ

ゃ

な

い

場

合

に

は

大

変

だ

と

。

今

回

の

改

修

工

事

も

ち

ょ

っ

と

苦

し

い

気

持

ち

を

持

ち

な

が

ら

も

、

や

は

り

や

る

べ

き

と

い

う

こ

と

で

や

っ

た

こ

と

で

す

の

で

、

も

っ

と

倍

以

上

の

お

金

で

も

掛

け

れ

ば

よ

か

っ

た

の 
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か

も

し

れ

ま

せ

ん

け

れ

ど

も

、

今

後

は

個

々

に

直

せ

る

、

指

摘

さ

れ

た

も

の

。

又

は

、

こ

ち

ら

で

気

づ

い

た

も

の

。

学

校

で

す

の

で 

 
 
 
 

直

し

て

い

き

た

い

と

思

っ

て

お

り

ま

す

。 

 
 
 
 
 

町

単

独

の

お

金

と

い

い

ま

す

が

、

今

回

も

そ

れ

に

近

い

状

況

で

行

わ

れ

た

こ

と

ご

理

解

い

た

だ

け

れ

ば

と

思

い

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ほ

か

に

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

 
 
 
 
 

四

番

。 

 

四 
 

番

（

高

坂 

茂

君

） 

 
 
 
 
 

十

月

の

臨

時

議

会

で

、

改

修

工

事

の

件

に

つ

き

ま

し

て

一

点

だ

け

質

問

し

て

お

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

小

学

校

の

体

育

館

の

ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

ロ

ー

プ

の

件

で

す

。 

 
 
 
 
 

視

察

の

と

き

は

少

し

だ

け

内

容

に

つ

い

て

聞

き

ま

し

た

が

、

ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

ロ

ー

プ

の

設

置

に

関

し

て

校

長

先

生

が

必

要

な

い

と

い 

 
 
 
 

う

お

話

し

だ

っ

た

と

思

い

ま

す

が

、

そ

の

経

緯

、

例

え

ば

、

私

は

子

ど

も

た

ち

は

い

ろ

ん

な

体

力

を

作

る

う

え

で

、

木

登

り

は

で

き

な 

 
 
 
 

く

て

も

ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

ロ

ー

プ

は

非

常

に

全

身

使

い

ま

す

。

そ

う

い

う

こ

と

も

あ

っ

て

そ

の

場

で

申

し

上

げ

て

い

る

ん

で

す

が

、

何

故

、 

 
 
 
 

校

長

先

生

が

必

要

な

い

と

言

っ

た

の

か

。

例

え

ば

教

育

委

員

会

の

方

で

申

し

入

れ

し

た

の

か

、

そ

う

い

っ

た

中

止

に

し

た

経

緯

が

一

点

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

か

ら

も

う

一

点

。 

 
 
 
 
 

機

械

設

備

工

事

の

減

と

い

う

こ

と

で

洋

式

ト

イ

レ

、

洗

面

台

の

種

類

変

更

と

あ

り

ま

す

。

こ

の

内

容

に

つ

い

て

。 

 
 
 
 
 

洋

式

ト

イ

レ

に

全

部

代

え

る

の

は

望

ま

し

い

と

思

っ

て

い

る

も

ん

で

す

か

ら

、

例

え

ば

仮

設

費

の

増

で

す

が

、

そ

う

い

っ

た

も

の

の 

 
 
 
 

設

置

の

要

望

が

あ

っ

た

か

ら

相

殺

と

い

う

形

で

、

あ

ま

り

に

も

経

費

が

掛

か

れ

ば

と

い

う

こ

と

で

そ

う

い

う

ふ

う

に

洋

式

ト

イ

レ

と

か 

 
 
 
 

洗

面

台

を

変

更

し

た

の

か

。 

 
 
 
 
 

そ

う

い

っ

た

と

こ

ろ

を

お

互

い

に

、

学

校

側

と

行

政

側

が

納

得

し

て

や

っ

た

の

か

そ

の

辺

の

経

緯

を

ご

説

明

願

い

ま

す

。 
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議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

教

育

課

長

。 

 

教

育

課

長

（

川

村

政

則

君

） 

 
 
 
 
 

た

だ

い

ま

二

点

の

ご

質

問

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

お

答

え

申

し

上

げ

ま

す

。 

 
 
 
 
 

ま

ず

は

ク

ラ

イ

ミ

ン

グ

ロ

ー

プ

の

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

議

員

さ

ん

が

お

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

よ

う

に

、

前

議

会

の

際

に

ご

質

問

を

い

た

だ

き

ま

し

た

の

で

、

私

ど

も

の

事

務

方

と

学

校

の

校

長 

 
 
 
 

で

す

け

ど

も

、

校

長

先

生

の

方

と

協

議

を

し

ま

し

て

今

後

ロ

ー

プ

つ

い

て

は

、

授

業

も

含

め

て

使

わ

な

い

と

い

う

ふ

う

な

こ

と

で

す

の 

 
 
 
 

で

撤

去

と

い

う

形

に

な

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

そ

れ

か

ら

洋

式

ト

イ

レ

の

増

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

増

と

い

う

か

洋

式

ト

イ

レ

の

機

械

設

備

工

事

の

減

の

中

に

あ

り

ま

す

内

容 

 
 
 
 

で

ご

ざ

い

ま

す

け

れ

ど

も

、

こ

れ

も

で

す

ね

こ

ち

ら

の

方

で

単

独

で

決

め

た

わ

け

た

じ

ゃ

な

く

て

、

す

べ

て

学

校

と

の

協

議

で

ご

ざ

い 

 
 
 
 

ま

す

。

学

校

か

ら

の

要

望

と

い

う

の

が

、

こ

の

ト

イ

レ

に

つ

き

ま

し

て

は

数

を

減

ら

さ

な

い

で

欲

し

い

と

。 

 
 
 
 
 

要

す

る

に

、

和

式

と

、

議

員

さ

ん

も

先

般

ご

覧

に

な

っ

た

か

と

思

い

ま

す

け

ど

も

、

和

式

と

洋

式

の

ス

ペ

ー

ス

を

見

ま

す

と

、

洋

式 

 
 
 
 

の

方

が

約

五

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

ほ

ど

幅

が

広

く

取

ら

ざ

る

を

得

な

い

状

況

で

ご

ざ

い

ま

す

。 

 
 
 
 
 

で

す

か

ら

、

学

校

の

要

望

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

そ

こ

の

現

段

階

で

は

洋

式

と

し

て

二

箇

所

の

設

置

は

ち

ょ

っ

と

で

き

な

い

と

い

う 

 
 
 
 

こ

と

で

の

、

学

校

か

ら

の

要

望

の

数

を

減

ら

さ

な

い

で

欲

し

い

と

い

う

要

望

の

中

で

の

洋

式

ト

イ

レ

の

設

置

で

ご

ざ

い

ま

し

た

し

、

そ

の

金

額

等

の

調

整

に

つ

き

ま

し

て

は

、

当

初

で

す

ね

そ

の

洋

式

ト

イ

レ

は

便

器

と

一

体

型

の

、

要

す

る

に

便

器

か

ら

便

器

自

体

に

ポ

ン 

 
 
 
 

プ

が

付

い

て

そ

れ

を

自

動

的

に

上

の

方

に

水

を

汲

み

上

げ

る

便

器

の

予

定

で

ご

ざ

い

ま

し

た

。

当

初

は

で

す

ね

。 

 
 
 
 
 

と

こ

ろ

が

、

や

は

り

災

害

等

の

こ

と

も

考

え

ま

し

て

で

す

ね

、

要

す

る

に

停

電

時

で

も

水

圧

で

水

を

流

せ

る

状

況

と

い

う

こ

と

に

変 

 
 
 
 

え

ま

し

ょ

う

と

い

う

こ

と

で

、

便

器

と

別

に

タ

ン

ク

を

付

け

て

レ

バ

ー

で

こ

う

や

る

や

つ

が

あ

る

と

思

い

ま

す

け

ど

も

、

そ

の

洋

式

便 

 
 
 
 

器

の

ほ

う

に

変

え

て

そ

こ

の

部

分

が

金

額

的

に

減

に

な

り

ま

し

た

と

い

う

こ

と

で

ご

ざ

い

ま

す

の

で

、

い

ず

れ

に

し

ま

し

て

も

、

こ

の 

 
 
 
 

工

事

の

内

容

に

つ

き

ま

し

て

は

、

都

度

学

校

と

協

議

し

て

や

っ

て

い

る

と

こ

ろ

で

ご

ざ

い

ま

す

。

以

上

で

す

。 
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議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

四

番

。 

 

四 
 

番

（

高

坂 

茂

君

） 

 
 
 
 
 

内

容

説

明

よ

く

分

か

り

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

一

つ

だ

け

。 

 
 
 
 
 

学

校

側

と

協

議

し

て

い

る

と

あ

り

ま

し

た

け

れ

ど

も

、

是

非

と

も

で

す

ね

、

協

議

の

上

、

進

め

て

ほ

し

い

な

と

望

み

ま

す

。 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ほ

か

に

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

質

疑

が

な

い

よ

う

で

す

か

ら

、

質

疑

を

終

結

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

討

論

省

略

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ご

異

議

な

し

と

認

め

、

討

論

省

略

い

た

し

ま

す

。 
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こ

れ

よ

り

議

案

第

二

号

を

採

決

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

お

諮

り

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

本

案

は

、

原

案

の

と

お

り

決

す

る

こ

と

に

ご

異

議

あ

り

ま

せ

ん

か

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（

「

異

議

な

し

」

の

声

あ

り

） 

 

議 
 

長

（

苫

米

地

繁

雄

君

） 

 
 
 
 
 

ご

異

議

な

し

と

認

め

ま

す

。 

 
 
 
 
 

よ

っ

て

、

議

案

第

二

号 

工

事

の

請

負

契

約

の

変

更

に

つ

い

て

は

、

原

案

の

と

お

り

可

決

い

た

し

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

以

上

を

持

ち

ま

し

て

、

本

臨

時

会

に

付

議

さ

れ

ま

し

た

事

件

は

す

べ

て

議

了

い

た

し

ま

し

た

。 

 
 
 
 
 

こ

れ

を

も

ち

ま

し

て

、

平

成

二

十

四

年

第

一

回

六

戸

町

議

会

臨

時

会

を

閉

会

い

た

し

ま

す

。 

 
 
 
 
 

ご

協

力

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

閉

会

（

午

前 

十 

時 

四

十

二 

分

） 

    
 
 
 

地

方

自

治

法

第

百

二

十

三

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

り

こ

こ

に

署

名

す

る

。 

  
 
 
 

平

成 
 
 

年 
 
 

月 
 
 

日 
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議 
 
 
 
 

長 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

会

議

録

署

名

議

員 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

会

議

録

署

名

議

員 


